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平 成 3 0 年 度

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
包
装

使
用
及
び
排
出
抑
制
を

質
問

本
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
収
集
量
が
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
使
用
量

や
排
出
量
の
削
減
に
つ
い
て
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
削
減
は
、
使
用
し
な
い
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
陸
か
ら
流
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
、
海
岸
で
ど
の
よ

う
に
な
る
か
を
示
す
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
拾
い
の
実
施
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
藤
沢
で
の

パ
ネ
ル
展
示
、
ご
み
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

で
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
減
ら
す
こ
と
も
重
要
と

考
え
て
お
り
、
市
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
で
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使

用
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
を
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
だ
け
で
な
く
、
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
コ
ー
ク
ス
炉

リ
「
ス
ト
ッ
プ
イ
ッ
ト
」
を
本

市
で
も
導
入
し
て
は
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

現
在
、
神
奈
川
県
教
育

委
員
会
が
試
験
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
用
し
た
相
談
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
い

じ
め
相
談
＠
か
な
が
わ
」
を
実

施
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
30
年
度
に
中
学
校
で
２
校
実

施
し
て
お
り
、
実
施
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
役
に
立
っ
た
、

相
談
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
回

答
が
80
％
と
な
っ
て
い
る
。
本

年
度
も
中
学
校
全
19
校
に
お
い

て
９
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
結
果

を
検
証
し
、
先
進
都
市
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ス
ト

ッ
プ
イ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
く
。

で
の
還
元
剤
と
し
て
も
使
用
し

て
い
る
が
、
市
民
と
の
協
力
を

強
め
な
が
ら
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

ご
み
に
な
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
で
き
る
だ
け
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
は
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
の
ル
ー
ト
で
し
っ
か

り
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
以
外
の
商
品
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
リ

ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ

て
い
く
。

づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
作
成
及
び
配
付
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
の
配
架
の
ほ
か
、

ま
た
、
例
え
ば
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
講
習
会
や
、
生
涯
学
習

出
張
講
座
に
お
け
る
障
が
い
理

解
の
講
座
に
お
い
て
配
布
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
研
修
会
や
、
商
工
会
議

所
の
商
店
会
連
合
会
の
方
へ
の

配
布
を
初
め
、
講
演
会
を
実
施

す
る
際
に
は
事
業
者
へ
の
配
布

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

今
年
度
は
、
防
災
訓
練
の
際
に

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験
会
を

行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
体

験
を
実
施
し
た
。
今
後
は
障
が

い
に
関
す
る
理
解
の
啓
発
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

く
ら
い
ふ
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し

て
い
る
の
か
、
聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
28
年
度
と
29
年
度

を
比
較
す
る
と
、
文
部
科
学
省

の
調
査
と
神
奈
川
県
に
よ
る
各

調
査
の
件
数
と
し
て
、
小
学
校

で
は
２
７
５
件
が
５
２
０
件
に
、

中
学
校
で
は
45
件
が
１
７
６
件

と
ふ
え
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
の
認
知
件
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
児
童
支
援
担
当
教
諭
が

し
っ
か
り
と
見
守
り
、
軽
微
な

も
の
で
も
い
じ
め
で
あ
る
と
認

知
し
、
一
つ
一
つ
対
処
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
把
握
を
し
て
い

る
。

質
問

か
な
り
件
数
が
増
加
し

て
い
る
が
、
大
和
市
で
導
入
さ

れ
た
匿
名
の
い
じ
め
相
談
ア
プ

す
く
て
、
よ
く
で
き
て
お
り
、

現
在
は
小
学
４
年
生
に
配
付
し

て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
も
継

続
す
る
の
か
。

ま
た
、
学
校
以
外
で
の
配
布

や
公
共
施
設
に
配
架
す
る
な
ど

に
よ
り
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
さ
ら
に
ふ
や
す
べ
き
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
障
が

い
に
関
す
る
理
解
を
進
め
て
い

く
上
で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

小
学
４
年
生
で
は
福
祉
の
授
業

が
あ
る
た
め
、
そ
の
き
っ
か
け

今
後
も
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
企
業
同
士

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
取
り
組

み
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
さ
ら
な
る
推
進
に

よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
番

に
向
け
た
気
運
の
醸
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

障
が
い
理
解
を
進
め
る

質
問

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
は
非
常
に
読
み
や

の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
関
係
を
生

か
し
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
や
特
性
を
理
解
し
た
上
で

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
企
業
の

持
つ
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
協
力
関
係
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

質
問

企
業
と
の
包
括
連
携
協

定
に
基
づ
き
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し
て
き
た
が
、

来
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本

番
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
協
定
先
と
の
関
係
を

生
か
し
、
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
輪
も
広
げ
る
こ
と
で
本
市

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
気
運
醸
成
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
ス
ポ

ン
サ
ー
の
日
本
郵
便
株
式
会
社

と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
や
、

健
康
増
進
課
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
日
本
生
命

保
険
相
互
会
社
な
ど
か
ら
、
ふ

じ
さ
わ
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２	

０
に
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
く

な
ど
し
て
い
る
。

と
し
て
は
、
江
の
島
サ
ム
エ
ル

コ
ッ
キ
ン
グ
苑
の
入
園
料
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
、
前
年
度
比
約
21

％
増
の
約
１
７
０
０
万
円
と
推

計
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
人

気
テ
レ
ビ
番
組
で
も
数
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
広
告
料

と
し
て
換
算
を
し
た
場
合
や
、

近
年
で
は
来
場
さ
れ
た
方
が
撮

影
し
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
積
極

的
に
情
報
発
信
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す

る
と
、
非
常
に
多
く
の
間
接
的

経
済
効
果
が
あ
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

い
じ
め
相
談
ア
プ
リ

ス
ト
ッ
プ
イ
ッ
ト
導
入
を

質
問

い
じ
め
の
認
知
件
数
は

昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
の

か
。
ふ
え
て
い
る
な
ら
ば
ど
の

ま
で
の
本
市
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
、
ま
た
30
年
度
の
観
光
客

数
が
１
８
３
９
万
人
と
過
去
最

高
水
準
と
な
り
、
特
に
冬
季
は

前
年
度
比
２
・
６
％
と
大
幅
に

観
光
客
が
増
加
し
た
本
事
業
の

30
年
度
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

湘
南
の
宝
石
事
業
は
、

江
ノ
島
電
鉄
や
藤
沢
市
観
光
協

会
、
観
光
事
業
者
等
と
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
マ
ル
チ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役

割
が
あ
り
、
本
市
は
事
業
負
担

金
を
拠
出
し
て
い
る
ほ
か
、
各

種
申
請
の
補
助
や
公
有
地
の
活

用
の
許
認
可
等
、
行
政
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
直
接
的
な
経
済
効
果

質
問

湘
南
の
宝
石
事
業
は
、

平
成
24
年
に
全
国
初
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
認
定
ブ
ラ
ン
ド
の

関
東
三
大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
認
定
さ
れ
、
前
身
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
数
え
て

今
年
で
19
年
目
に
な
る
。
こ
れ

平成 30 年度一般会計及び 9
特別会計決算等のあわせて 10
認定議案（総額 2603 億 1623
万 0868 円）は、9月 26日に設
置された決算特別委員会におい
て 9月27日、30日、10月1日、
2 日、3 日、4 日の計 6 日間に
わたり審査が行われました。
その結果、10月 8日の本会議
で全決算が可決及び認定されま
した。
ここでは、決算特別委員会の
審査の概要をお知らせします。

平成30年度決算特別委員会委員
委員長 桜井　直人 副委員長 清水竜太郎

委　員 味村耕太郎 委　員 西　　　智

　〃　 栗原　貴司 　〃　 大矢　　徹

　〃　 杉原　栄子 　〃　 佐野　　洋

　〃　 平川　和美 　〃　 柳田　秀憲

包
括
連
携
協
定

マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
を
図
る

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
強
み
を
発
揮

大きな経済効果を呼びこむ

冬 季の観光客増加
イルミネーション湘南の宝石

冬の江の島を彩る光と色の祭典「湘南の宝石」

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
等
に
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

の
１
人
が
、
令
和
元
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
元
年
10
月
１
日
か

ら
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
市
村
杏
奈
氏
（
新
任
、
藤

沢
市
在
住
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

藤
沢
市
公
平
委
員
会
委
員

の
２
人
が
令
和
元
年
９
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
元
年
10
月
１
日
か

ら
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
川
本
美
保
氏
（
新
任
、
鎌
倉

市
在
住
）

・
有
田
昭
治
氏
（
新
任
、
藤
沢

市
在
住
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

藤
沢
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
２
人
が
令
和
元

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
委
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
元
年
10
月
１
日
か
ら

４
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
。

・
大
川
宏
之
氏
（
再
任
、
藤
沢

市
在
住
）

・
杵
淵
業
明
氏
（
再
任
、
藤
沢

市
在
住
）

○
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱
に
つ

い
て藤

沢
市
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
１

人
が
令
和
元
年
９
月
30
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
委
嘱
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
元
年
10
月
１
日
か

ら
４
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
小
村
陽
子
氏
（
再
任
、
横

浜
市
在
住
）

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委

員
の
４
人
が
、
令
和
元
年
12

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
候
補
者
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
１
月
１
日
か

ら
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
田
坂
宜
文
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
田
中
一
次
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
前
田
貴
美
子
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

・
小
原
多
江
子
氏
（
再
推
薦
、

藤
沢
市
在
住
）

集められて手作業で仕分けられるプラスチック製容器包装

⑵


